
『妙

法
蓮
華

経
玄
賛
』

の

一
考
察

-

声
聞
成
仏

と

一
乗

に

つ
い
て
-

清

水

博

昌

法
華
経

の
中
国
に
お
け
る
注
釈
書
中
で
法
相
宗
の
立
場
か
ら
注
釈
し

た
特
色
あ
る
も

の

と

し

て

『妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
(以
下
玄
賛
)
が
あ

る
。
、今
法
華
経
の
重
要
教
義
で
あ
る
聲
聞
成
仏

(授
記
)
と

一
乗

に

つ

い
て
玄
賛

の
所
説
を
管
見
の
範
囲
で
み
て
い
く
。
玄
賛
は
、

一
に
(叙
経

起
之
意
、

二
に
明
経
之
宗
旨
、

三
、
解
経
品
得
名
、

四
に

顕

経

品

廃

立
、
五
に
彰
品
次
第
、
六
に
釈
本
文
の
六
門
を
以
て
分
別

し

て

い

る

が
、
そ
の
中
聲
聞
成
仏
に
つ
い
て
説
か
れ
る
所
は
、
初
め
の
一
に
叙
経

起
之
意
の
五
義
の
中
、
破
疑
執
の

「
執
を
破
す
」
中
、
聲
聞
に

一
決
定

種
姓
。

二
退
已
還
発
大
菩
提
心

(退
き
已
り
て
還
て
大
菩
提
心
を
発
す
)

の
二
種
を
説
き
、
初
め
は
定
姓
、
後
は
不
定
姓
の
二
種
で

あ

る

と

示

し
、
更
に

『
法
華
経
』
等
の
四
種
聲
聞

(「決
定

増
上
慢

退
菩
提
心

応
化
」
大
正
二
六

九

上
)
を
引
用
し
て
、

一
、
決
定
種
姓
に
し
て
趣

寂
と
名
つ
く
。

二
、
増
上
慢
、
此
れ
凡
夫
に
し
て
四
禅
を
得
る
を
阿
羅

漢
と
謂
う
。

三
、
退
已
還
発
大
菩
提
心
に
し
て
亦
不
定
種
姓
と
名
つ
く

四
、
応
化
、
応
化
は
真
に
非
ず
し
と
し
、
そ
の
中

「
退
己
還
発
大
菩
提

心
」
を
説
く
中

且
法
華
会
得
記
。
声
聞
名
退
菩
提
心
。
舎
弗
弗
等
皆
是
此
類
。
故
経
自
云
告

舎
利
弗
。
我
昔
教
汝
志
願
仏
道
。
汝
今
悉
忘
。
而
便
自
謂
已
得
滅
度
。

玄
賛
一
本

(大
正
三
四
・
六
五
二
・
下
)

と
し
て
法
華
の
会
に
授
記
さ
れ
る
聲
聞
は
退
菩
提
心
の
者
で
そ

の
代
表

が
舎
利
弗
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
不
定
姓
が
皆
な
退
菩
提
心
の
者
で

あ
る
訳
で
は
な
い
が
、
「昔
目
未
だ
大
を
求
め
ず
、
今
は
但
小
果

に
従

い
て
大
に
趣
く
不
定
姓
有
る
が
故
な
り
」
と
し
て
今
日
小

果

に

従

っ

て
、
大
に
趣
く
の
は
不
定
種
姓
で
あ
る
か
ら
退
菩
提
心
は
不
定
種
姓

で

あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た

「
応
化
」
を
説
い
て

応
化
非
真
。
摂
大
乗
説
。
諸
大
菩
薩
及
仏
等
化
示
為
声
聞
。
引
実
声
聞
向
大

乗
故
。
富
楼
那
等
即
其
類
也
。

(同
前
)

と
し
、
応
化
。
真
で
は
な

く
、
摂
大
乗
論

(無
性
摂
論
十
、
大
正
三
一

四
四
七
・
中
)
に
は
諸

の
大
菩
薩
及
び
仏
等
化
示

し
て
聲
聞
と
為

る

の

は
、
実
に
聲
聞
を
引
き
て
大
乗
に
向
か
わ
し
め
る
の
で
あ
る
と
説
か
れ

印
度
學
佛
教
學
研
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第
三
十
七
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第
一
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『妙
法
蓮
経
玄
賛
』
の
一
考
察

(清

水
)

る
か
ら
、
法
華
の
会
座
に
い
る
富
楼
那
等
鳳
そ
れ
に
あ

た

る
と

し

『法
華
論
』
に

「
二
種
聲
聞
如
来
授
記
。
謂
応
化
者
。
退
已
還
発
菩
提

心
者
。
」
(大
正
二
六

九
・
下
)
と
あ
る
に
従

っ
て
、
法
華
経
は
退
菩
提

心
と
応
化

の
者

(富
楼
那
等
)
の
為

の
み
に
授
記
す
る
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
四
種
聲
聞

の
内

の
余

の
二
聲
聞

(趣
寂
と
増
上
慢
)
に
は
何
故

授
記
さ
れ
な
い
か
と
い
う
と
、

其
趣
寂
者
及
増
上
慢
。
仏
不
与
記
根
未
熟
故
。
菩
薩
与
記
。
難
復
総
言
汝
行

菩
薩
道
当
得
作
仏
。
論
言
与
記
令
発
心
故
。

(同
前
)

と
し
て
趣
寂
と
増
上
慢
は
根
未
熟
な
る
が
ゆ
え
に
仏
の
授
記
は
な
い
が

菩
薩

(常
不
軽
菩
薩
)
が
授
記
す
る
、
し
か
し
そ
の
意
味
は
菩
提
心
を
発

さ
せ
る
為

で
、
初
め
か
ら
大
乗
の
姓
が
な
い
趣
寂

の
者
は
根
の
熟
す
る

こ
と
は
な
い
の
で
菩
薩
の
願
心
を
以
て
方
便
し
て
之
を
化
し
て
信
意
を

生
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

二
聲
聞

の
み
に
授
記
す
る
と
は
法
華
論
に
依
る
の
で
あ
る
が
玄
賛
に

よ
れ
ば
応
化

の
者

に
授
記
す
る
の
は
富
楼
那
等
が
法
華
の
会
座
に
あ
る

か
ら
そ
の
よ
う
に
説
く
の
で
あ
り

「
法
華

の
一
会
と
正
し
く
唯
退
菩
提

心
の
為
の
み
に
説
き
、
兼
て
応
化

の
為
に
す

る
」
(大
正
三
四
・
六
五
三

中
)
と
し
て
い
る
。
従

っ
て
法
華
経
の
聲
聞
成
仏
に
つ
い
て
玄
賛

は

四
種
聲
聞
中
退
菩
提
心
の
聲
聞
即
ち
舎
利
弗
等
を
成
仏
さ
せ
る
こ
と
が

そ
の
主
目
的
で
あ
り
、
兼
て
亦
応
化

の
為
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
玄
賛
は
聲
聞
授
記
と

一
乗
の
関
係
を
摂
大
乗
論
(大
正
三
一

一
五
一

中
)
の
説
く

一
乗
義
に
よ

っ
て
次
の
よ
う
に
示
す
。

摂
論
十
義
解

一
乗
云
。
為
引
摂

一
類
及
任
持
所
余
由
不
定
種
姓
諸
仏
説

一

乗
。
所
引

一
類
即
退
菩
提
心
声
聞
。
及
任
持
所
余
漸
悟
菩
薩
退
菩
提
心
声
聞

執
著
小
果
自
謂
究
寛
故
。
舎
利
弗
言
我
悉
除
邪
見
於
空
法
得
証
。
爾
時
心
僧

謂
得
至
於
滅
度
。
迦
葉
亦
言
仏
令
我
等
出
於
三
界
得
浬
禦
証
。
於
菩
薩
法
不

生

一
念
好
楽
之
心
。
此
皆
昔
時
執
著
小
意

(大
正
三
四
・
六
五
三
・
中
)

玄
賛
が
二
聲
聞
の
み
に
の
授
記
す
る
と
す
る
の
は
の
は
摂
論
に

「
一

類
を
引
摂
し
及
び
所
余
を
任
持
せ
ん
が
為
に
、
不
定
の
種
姓
に
由
り
て

諸
仏

(
乗
を
説
き
給
う
」
と
い
う
事
と
同
じ
で
、

一
類
と
は
不
定
種
姓

の
諸
聲
聞

(法
華
論
は
退
菩
提
心
)
で
、
法
華
経
の
舎

利

弗

(警
喩
品
所

説
)
・
迦
葉

(信
解
品
所
説
)
は
昔
時
小
乗
に
執
着

し
た
の
で
あ
る

か
ら

彼
ら
が
退
菩
提
心
に
あ
た
る
。
そ
し
て
諸
仏
が

一
乗
を
説
か
れ
る
と
意

趣
は
、
「
二
乗
の
作
意
と
は
二
果
に
執
し
て
極
と
為
す
が

故

に
。
此
の

執
を
断
ぜ
ん
が
為
」
(同
前

六
五
三

中
)
で
あ

り
、
正
に
法
華

経

は

こ
の
意
味
に
お
い
て

一
乗
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
玄
賛

は
摂
大

乗
論

の
一
乗
の
解
釈
を
以
て
法
華
経

の
一
乗
を
解
釈
し
て
い
る
。
以
上

の
こ
と
は
、
玄
賛
四
本
に

一
乗
を
五
門
に
分
別
す

る
中
、
「説

意
」
を

明
か
す
中
に
摂
大
乗
論
の

一
乗
十
義
が
引
用
さ
れ

て
法
華
論

に
よ

っ
て

そ
の
結
論
が
説
か
れ
て
い
る
。
即
ち

「
但
二
人
に
与
え
て
記
別
す
、

一

に
不
定
性
、
二
に
応
化
者
な
り
。
不
定
性
の
為
に
は
即
ち
第

一
第
二
第

八
の
少
分
に
て
、
応
化
者
の
為
に
は
即
ち
第
九
及
び
余
の
少
分
に
て

一

乗
を
説
く
な
り
。
全
く
其
の
無
と
定
と
の
性
と
を
撲
ね
る
に
は
非
ず
、
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故
に
此
の

一
乗
は
是
れ
密
意
説
な
り
」
(同
前

七
一
六

中
)
と
し
て
い

る
。
「第

一
と
は

一
類

の
不
定
種
姓

の
聲
聞
独
覚
を
引
摂
せ
ん
が

為

に

一
乗
を
説
く
」
と
い
う
事
で
、
法
華
論

に
は
不
定
種
姓
の
聲
聞
を
退
已

還
発
大
菩
提
心
と
さ
れ
、
舎
利
弗
を
退
已
還
発
と
名
づ
け
て
こ
れ
に

一

乗
が
説
か
れ
る
。
「
第
九
と
は
化
す
る
が
故
に
一
乗
を
説
く
」
即

ち

所

化
の
聲
聞
を
調
伏
せ
ん
が
為

に
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
法
華
経
は
不

定
種
姓
と
応
化
の
為
に
一
乗
が
説
か
れ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
一
乗
が
説
か
れ
る
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
無
姓
と
定
姓
と
の
性
を
解

消
さ
せ
る
為
に
説
か
れ
た
の
で
は
な
い
と
し
、

こ
れ
は
仏
の
密
意
説
で

あ
る
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
法
華
経
の
説
く

一
乗
を
玄
賛
は
聲
聞
成
仏
の
理
論
的
根

拠
と
考
え

て
い
た
か
と
い
う
事
が
問
題
で
あ
ろ
う
。
玄
賛
の
法
華
経

一

乗
の
解
釈

は
摂
大
乗
論
の
十
義

に
よ

っ
て
い
る
が
、
摂
論

の
十

義

は

「何

の
意
趣
を
以
て
仏

一
乗
を
説
く
」
(論
本
巻
下
、
大
正
三
一

一
五
一

中
)
と
い
う
事
で
、
仏
が

一
乗
を
説
く
に
当
た

っ
て
、
そ
の
説
く

意
味

を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

一
乗
そ
の
も
の
を
究
明
し
た
も
の
で
は
な
い

と
い
う
事

で
あ
る
、
即
ち
玄
賛
が
こ
の
摂
論

の
一
乗
説
に
よ
っ
て
解
釈

す
る
以
上
玄
賛
の
一
乗
義
は
聲
聞
成
仏
の
理
論
的
根
拠
で
は
な
い
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
玄
賛
に
お
け
る
聲
聞
成
仏
の
理
論
的
根
拠
は
仏
性
に
あ

る
の
で
あ

り
、
仏
性
の
有
無
を
問
題
と
す
る
五
姓
各
別
説
に
よ
っ
て
い

る
の
で
あ

る
。
即
ち
玄
賛
に
よ
れ
ば
、
一
乗
は
「
二
乗

の
中
不
定
種
姓
に

差
別
有
る
が
故
に
、
此
の
聲
聞
身

に
具
に
聲
聞
及
び
仏
種
姓
を
有
す
。

此

の
姓
有
る
に
由
る
が
故
に
一
乗
を
説
く
」
玄

賛

四
本

(第
六
姓
不
同

の
項
、
大
正
三
四

七
一
六

・
上
)
と
あ
る
よ
う
に
、
五
姓
各
別

に
立

っ

て
不
定
種
姓

の
仏
種
姓
を
有
す
る
者
を
引
摂
す

る
為
に
法
華
経
は
説
か

れ
た
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

一
乗
は
仏
性
の
有

る
こ
と
を
示
す
も
の
と

い
う
意
味
と
解
釈
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
の
所
説
は
そ
の
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

一
乗
(義
の

五
門
分
別
の
中
、
第
四
彰
差
別
に

第
四
彰
差
別
者
。
此
説

一
乗
。
与
勝
童
浬
薬
経
所
説

一
乗
差
別
相
。
(中
略
)

此
説

一
乗
為
実
二
乗
為
権
。
彼
説

一
乗
為
権
四
乗
為
実

(大
正
三
四
・
七
一
六
・
下
)

即
ち

一
乗
は
実
或

い
は
権
と
い
う
二
様

の
説
き
か
た
が
な
さ
れ
て
い

る
。
以
上
管
見
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
玄
賛

の

一
乗

の
解
釈
は
摂
大
乗

論

の
一
乗
義
に
よ

っ
て
解
釈
さ
れ
、
聲
聞
成
仏

と
の
関
係

に

お

い
て

は
、
そ

の
理
論
的
根
拠
を
仏
性
に
お
き
法
華
経

は
仏
性
を
有
す
る
不
定

種
姓
の
聲
聞

の
成
仏
を
説
く
も
の
で

一
乗
は
そ

の
仏
性
を
有
す
る
事
を

示
す
と
い
う
意
味
で
説
か
れ
、

一
乗
が
聲
聞
成
仏

の
理
論
的
根
拠
と
は

解
釈
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
従

っ
て
玄
賛
は
法
華
経
の

一
乗

の
解
明
よ
り
も
仏
性
説

に
基
づ
く
五
姓
各
別
を
説
く
事
に
主
眼
が
あ

っ

た
と
思
わ
れ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

法
華
玄
賛
、
声
聞
成
仏
、

一
乗

(立
正
大
学
大
学
院
修
了
)

『
妙
法

蓮
経
玄
賛

』

の

一
考
察

(清

水
)
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